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第二次羽村市生涯学習基本計画の体系について 

第二次羽村市生涯学習基本計画 

＜羽村市が目指す生涯学習の姿＞ 

人とつながる 豊かな心を育む 未来にひろがる はむらの学び 

 

 

 

 

 

前期基本計画 
 

      基本方針：前期計画の柱となる方向性                

       １ 学びの活動をつなぐ仕組みを構築します 

       ２ 時代の変化に対応する学びを提供します 

       ３ 誰一人取り残さない学びを展開します 

⇓ 

        基本施策：基本方針に基づいて展開する施策の大枠 

         １ （例）地域での学びの推進 

         ２ （例）家庭での学びの推進 

         ３ （例）学校での学びの推進 

         ４ （例）個人での学びの推進 

         ５ （例）生涯学習を支える活動の推進 

⇓ 

          施策：細分した施策（基本方針の方向性と施策内容の整合を図る） 

⇓ 

主な計画事業：施策の具体的な計画事業 

 

 

 

 

       赤枠内の青文字部分については、イメージとしてこのような感じに仕立てて

いければということで、参考としてお示ししています。 

 

 

基本方針：計画全体の「羽村市が目指す生涯学習の姿」を受けて、前期 5 年間で実施する施

策の方向性を示す前期計画の柱となります。 

基本施策：前期計画を実行する上での施策の大枠となります。「羽村市が目指す生涯学習の

姿」や「基本方針」を踏まえながら、ここでは、キーワード抽出時の区分けを活

用して、基本施策を設定しています。具体的な事業の区分けは、以降の「施策」

「主な計画事業」レベルで審議していきます。 

施  策：基本施策を細分した、実際の事業の集合のようなイメージです。審議・策定にあ

たっては、抽出したキーワードを活用していきます。 

主な計画事業：具体的な事業になりますが、計画策定段階での想定事業となりますので、ざ

っくりとしたイメージになります。審議・策定にあたっては、抽出したキーワー

ドを活用していきます。 

令和 4年度～令和 8年度の方向性 
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